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令和４年度労災疾病臨床研究事業費補助金 

「過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」 

分担研究報告書（対策実装研究） 

 

過労死等の防止のための対策実装に関する研究 
 

研究分担者 酒井一博 公益財団法人大原記念労働科学研究所・主管研究員 

 

＜研究要旨＞ 

【目的】産業界のステークホルダー（企業の経営者、大手企業の安全衛生のリーダー、業界団 

体、産業保健専門職、労務管理専門職、研究班）の協働体制（ステークホルダー会議）を構築 

し、過労死等の防止に関わる現場のニーズの把握及び良好実践例の収集を行い、ステークホ

ルダーを交えた議論によって、定着と継続が可能な過労死等防止対策の実装の方策を検討す

ることを目的とする。本年度は、産業現場での具体的な対策アクションを提案し、試行と評価を

実施する。 

【方法】ステークホルダー会議を開催し、関係者から意見聴取を行うとともに、各種調査の実

施、開発したツールの試用などを行った。これらの結果を踏まえ、研究班、産業保健の有識者

（産業医）及び労務の専門家（社会保険労務士）から成る対策実装チームが、次の 5 つの対策

アクション案を作成した。①ハイリスク者の把握と対策、②重層構造の理解と深堀り、③中小事

業場への産業保健サービスの提案、④生活習慣の改善、及び⑤改善型チェックリストの開発と

実践。これらの各アクションの方法、これまでの結果等の詳細はアクションごとの報告で述べる。 

【結果】産業場面でのアクションの実施状況を中心に記載する。①トラック運送業界団体の協力

により、管理者によるハイリスク者の把握を支援するツールの開発・試用とアンケート調査を実

施した。②重層構造に関して運輸及び建設事業者による意見収集を継続し、建設技術者の勤

務－生活時間調査を実施した。③中小事業場の健康管理・労務管理の改善を支援するチェッ

クツール（建設業版）を開発し、管理者による試用を実施した。④行動変容の支援に関する予

備調査を建設技能労働者に対して実施し、トラッカーの効果・使用感等を調査した。⑤職場環

境改善を支援するチェックリスト（トラックドライバー版）と改善プログラムを作成し、大手運送会

社での試用を行った。 

【考察】ツールの試行場面として、事業者団体による安全・健康一体的取り組みとの連携、パー

トナー事業者が参集する安全衛生に関するイベント、業務の効率化等を含む包括的検討との

連携、及び企業の主導による従業員の健康増進の取り組みとの連携があげられた。企業・管理

者の取り組みのメリットの理解と、参加する従業員の意義・目的の理解が重要と考えられた。 

【この研究から分かったこと】過労死等の予防対策の実装に向けた情報が収集され、さらなる対

策アクションの実行に向けた準備がなされた。 

【キーワード】実装研究、運輸業、建設業 
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野原理子(東京女子医科大学医学部・教授) 

仙波京子(公益財団法人大原記念労働科
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Ａ．目的 

これまでの過労死等の事案分析、疫学研究、

実験研究、労働・社会分野の調査・分析など

の実態と防止対策に関する研究により、長時

間労働をはじめとする過労死等を引き起こす

要因と、その防止のためのさまざまな課題が明

らかにされてきた 1)、2)。これらの研究成果に基

づく過労死等の防止対策を推進するためには、

小規模の事業者が多い業種における事業者

の規模や経営・経済的状況、さまざまな業種

における重層的な構造（元請、下請け関係等）、

業種や事業場の規模によって要求される制度

が異なる安全衛生体制、業種や職種により異

なる仕事の特性などの多様な要因に影響され

る対策実施の現実的可能性と継続可能性とい

った対策の実装面に関する検討が重要である。 

そのため、令和 3 年 4 月に、酒井一博（大原

記念労働科学研究所）を班長とする「過労死

等防止対策実装研究班」を立ち上げ、過労死

等の防止に関わる現場のニーズの把握及び

良好実践例の収集を行い、定着と継続が可能

な過労死等防止対策の実装の方策を検討す

ることを目的として取り組みを開始した（図１）。

この研究班の取り組みとして以下を実施してき

た。（１）対策実装研究班、産業保健の有識者

（産業医）及び労務の専門家（社会保険労務

士）のメンバーによる「対策実装タスクフォース」

を立ち上げた。（２）経営者、企業の安全衛生

のリーダー、事業者団体のリーダー、タスクフ

ォースのメンバーから構成される「ステークホル

ダー会議」を結成し、対策の適用・普及と定

着・継続、すなわち対策の実装面を支援する

ツールの開発等のための研究を実施した。 

本年度には、この体制により、過労死等の

防止対策の実装のための課題の検討と、重点

業種（運輸業、建設業）の現場のニーズと過重

労働対策の良好実践例の収集を継続する。こ

れまでの調査・検討結果に基づき、対策の実

装面を重視した産業現場での具体的アクショ

ンを提案して試行と評価を実施する。 

 

Ｂ．方法 

1. 対策アクションの提案 

研究班、産業保健の有識者（産業医）及び

労務の専門家（社会保険労務士）のメンバー

による対策実装タスクフォースが次の５つのア

クション案を作成した。①脳・心臓疾患のハイリ

スク者の把握と対策、②業界の重層構造の理

解と深堀り、③中小事業場の健康管理・労務

管理を支援する産業保健サービスの提案、④

健康に関連する行動変容の支援による生活習

慣の改善、及び⑤改善型チェックリストの開発

と実践による職場環境改善（表 2）。これらの各

アクションの方法の詳細はアクションごとの報

告で述べる。 

2. ステークホルダー会議 

ステークホルダー会議（表１、企業の経営者、

企業の安全衛生のリーダー、業界団体、産業

保健専門職、労務管理専門職、研究班）を開

催し、対策アクションの実行可能性を議論した。 

 

Ｃ．結果 

1. ツール作成と適用現場の検討 

タスクフォースのメンバーによる５つの対策

アクションごとのサブチームを立ち上げ、各ア

クションを実行するためのツール作成と適用す

る現場の検討・交渉を行った。各アクションの

結果・進捗の概要を表 2 に示した。詳細はそ

れぞれのアクションの報告で述べる。ここでは、

産業場面での対策アクションの実行の状況を

中心に記載する。 

2. アクション 1：ハイリスク者の把握と対策 

経営者・管理者が自社の脳・心臓疾患のハ

イリスク者を把握する取り組みを支援するツー

ルを開発した。トラック輸送の事業者団体の協

力により、このツールの試用とアンケート調査

を実施した。 

3. アクション 2：重層構造の理解と深堀り 

重層構造に関して運輸（大手及び中堅）及

び建設事業者（大手）へのヒアリング等による

情報の収集・整理を継続した。 

勤務－生活時間と仕事に関する問題（ストレ

ス等）を作業者が記入する調査用紙を作成し、

建設技術者に対する調査を実施した。 

4. アクション 3：中小事業場への産業保健サ

ービスの提案 

中小事業場の健康管理・労務管理に関して、

管理者による自社の状態の評価と改善を支援

するための規模（従業員数）を考慮したツール

を開発し、パートナー企業の代表者が参集す

る安全衛生に関するイベントでの記入のトライ

アルを実施した。 



 

365 

 

5. アクション 4：生活習慣の改善 

健康に関する個人の行動変容を支援する

方策を検討した。建設現場の作業者に、歩数、

睡眠時間等を確認できるトラッカーの使用を依

頼し、行動変容の有無、機器の使用感等を検

討する予備的調査を実施した。 

6. アクション 5：改善型チェックリストの開発と

実践 

職場環境改善を支援するチェックリスト（トラ

ックドライバー版）と改善プログラムを作成し、

大手運送会社でのチェックリストの試用を行っ

た。 

 

Ｄ．考察 

過労死等の対策を支援するツールの試用

や提案したアクションの実行が実現した条件・

状況について考察する。 

 

1. 安全・健康一体的取り組み 

健康起因事故の問題があり、その対策も課

題となっている運輸業において、事業者団体

による安全・健康一体的取り組みとの連携とし

て、今回開発された脳・心臓疾患のハイリスク

者の対策ツールの試用がなされた。 

2. 安全衛生に関する既存の体制・取り組み 

建設で協働する多種多様なパートナー企業

の代表者が参集する安全衛生のイベントにお

いて、自社の体制・状況をチェックするツール

の試用がなされた。 

3. 業務改善との連携 

中堅建設業での業務の改善を含む包括的

な目的を企図した取り組みと連携した生活時

間調査が実施された。 

4. 新技術を活用する先進的取り組み 

大手建設会社と連携し、パートナー企業の

技能労働者にトラッカーの使用を依頼する調

査を実施し、この種の技術の適用の有効性と

課題に関する情報を収集した。  

 

Ｅ．結論 

企業の既存の体制や取り組みとの連携、業

務の改善などを含む包括的な改善との連携、

安全対策との連携による対策アクションの試行

的実現の例があった。事業者のニーズ、現場

のニーズを把握し、事業や現場の状況と既存

の好事例を把握し、アイデアを検討する協議、

及び事業者・管理者による取り組みのメリットの

理解、参加する従業員等への取り組みの意

義・目的の十分な説明がなされていることが重

要と考えられた。 

 

Ｆ．健康危機情報 

該当せず。 

 

Ｇ．研究発表 

1. 論文発表 

なし 

 

2. 学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む） 

なし 
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図 1．対策実装研究（令 3 年度～5 年度） 

 

 

 

 

 

 

運輸 大手企業安全責任者 中堅企業経営者 業界団体事務局 

建設 大手企業安全責任者 中堅企業経営者 業界団体事務局* 

産業保健有識者 産業医チーム 

労務の専門家 社会保険労務士、キャリアコンサルタント 

研究班（事務局） 産業衛生、人間工学、労働科学研究者 

 

表 1．ステークホルダー会議のメンバー 

 

 

ステップ１：タスクフォースチーム活動 

ステップ２：ステークホルダー会議（運輸・建設） 

【ステークホルダー会議】 

②2022 年 3 月 16 日：アクショ

ンプランの提案と議論 

③2022 年 10 月 18 日：対策ア

クションの試行に向けた協議 

過労死等防止の「柱」 

対策の実装 

①タスクフォース/ステークホルダー会議による対話 

令 6 
(2024) 

（
自
動
車
運
転
手
・
建
設
業
・
医
師
等
） 

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用 

①    ②     ③       〇 

②好事例収集 

③社労士連携 

対策状況監視 

対策の改良 

ステップ３：業界・事業者・研究者の共同に
よる実装プロセスの探索と対策効果の検証 

予備調査 

12/26 3/16 

ステップ４：監視と改良 

【タスクフォースでの議論】 

・監督による防止の限界 

・重層・下請け構造の問題 

・社会性のある会社経営の視点 

・企業の 2-6-2 の法則 

・準備状況によるアプローチ 

・多様な産業保健支援の必要性 

【ステークホルダー会議①

:2021 年 12 月 26 日】 

・企業／業界／行政の各課題 

・重層構造 

（価格・納期競争とコンプラ） 

・健康管理の外部支援体制 

・生活習慣・働き方の健康リスク 

・自主的取り組みの好事例 

・組織風土改善 

・技術利用 

・顧客の理解 

【アクションプラン：企画・実行】 

①ハイリスク者の把握と対策 

②運輸・建設の重層構造の実態と課題を調査・分析 

③過労死等を予防するための産業保健サービス 

④行動変容の支援 

⑤過労死等の防止に向けた職場環境改善活動の支援 

【ステークホルダ

ー会議④：2023 年 3

月 16 日】 

10/18 3/16 
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アク 
ション 

⽬的 これまでの調査・対
策検討 ツールなど これまでの対象 

1 
ハイリス
ク者の把
握と対策 

・事業者による脳⼼
疾患⾼リスク把握
の試⾏とアンケー
ト 

・ハイリスク者把握
⽀援（可視化⽀援
など）の実装 

・事業者による脳⼼疾患⾼リスク労働者把
握把握の⼿引き（運輸事業者向け） 

・アンケート調査 

・運輸事業者（ハイ
リスク者対応） 

・ドライバー（アン
ケート） 

2 
業界重層
構造の理
解と深堀
り 

・ヒアリング調査 
・⽣活時間調査・重

層構造下の過労死
等防⽌モデル事例 

⽣活時間調査票 

・建設事業者（ヒア
リング） 

・建設技術者（⽣活
時間調査） 

・運輸事業者等（ヒ
アリング） 

3 

中⼩事業
場・産業
保健サー
ビスの提
案 

・中⼩事業場への産
業保健サービスモ
デル・ツールの適
⽤調査 

規模
別ツ
ール 

建設業の⼈に優しい働き⽅労務・健康管理や
ることリスト（建設業、⼩規模事業者（1-9
名）向け） 

建設事業者 
建設業の⼈に優しい働き⽅労務・健康管理や
ることリスト（建設業、⼩規模事業者（10〜
49 名）向け） 
建設業の⼈に優しい働き⽅労務・健康管理や
ることリスト（建設業、⼩規模事業者（50 名
以上）向け） 

4 ⽣活習慣
の改善 

・トラッカーによる
健康管理⽀援技術
の実装に関する試
⾏調査 

・睡眠、熱中症対策
実装 

トラッカー利⽤、アンケート調査 建設労働者 

5 
改善型チ
ェックリ
ストの開
発と実践 

・職場環境改善ヒン
ト集作成 

・過労死等防⽌の職
場改善の進め⽅⼿
引き 

・職場環境改善プロ
グラムの実装 

・ストレスチェック
制度活⽤モデル事
例 

AOST チェックリスト（トラックドライバ
ーのためのチェックリスト(案)  

運輸労働者 
管理者 

 

表 2．各アクションの結果・進捗の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  




